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要　　　旨
本稿の目的は，中国鉄道部をめぐる贈収賄を事例にして，なぜ中国で贈収賄が発生するのかを明らか
にすることである．これまで不正の発生を説明する理論には，ドナルド・R・クレッシーの「不正のトラ
イアングル」理論が用いられてきた．「不正のトライアングル」理論は，犯罪学の代表的な理論であり，
不正は「動機，機会，正当化」という三つの要因が一致した時点で発生するとされている．しかし，中国
鉄道部をめぐる贈収賄は，既存の「不正のトライアングル」理論では完全に説明することができなかった．
そこで，既存の「不正のトライアングル」理論を補強し，新しい理論を構築することで，中国鉄道部
をめぐる贈収賄の仕組みを説明した．新しい理論は，動機・機会・正当化の三つの要因を，「幹部」と「組
織」の二段階のレベルに腑分けして分析するものであり，これを二重構造の「不正のトライアングル」
理論と名付けた．本理論によって，既存の「不正のトライアングル」理論では説明しきれなかった，組
織の要因を説明することが可能になり，中国鉄道部をめぐる贈収賄の根本的な原因を明らかにすること
ができた．
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Ⅰ　は じ め に
1 ．研究の意義
本稿における意義は三つである．一つ目は，先
行研究を振り返ると，これまで中国は，中国共産
党の一党体制と，社会主義市場経済体制を採用
し，中国の特色のある政治経済体制を維持してき
た．このような背景から，多くの先行研究では，
政治，経済，風土文化，権力社会といったあらゆ
るアクターに着目して腐敗研究を行ってきたが，
その結論は，贈収賄 1）の原因を「中国の特殊性」
に関連づけて締めくくっている．しかし，今日，
世界中で中国研究が盛んに行われるようになり，
中国が中国共産党の一党体制のもとで，社会主義
市場経済を採用しているという「中国の特殊性」
は，「公知の事実」へと変化している．このような
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中国に対する認識の変化によって，これまでの先
行研究は，単に公知の事実を考察しただけにすぎ
なくなってしまった．また，中国における贈収賄
の原因が，構造化しているという結論に至って
も，その具体的な構造は，完全に解明されてこな
かった．そこで，中国の特殊性を含む公知の事実
を単に叙述するのではなく，犯罪学の理論を援用
して贈収賄の発生原因を検証することによって，
より客観的な視点から，中国の贈収賄の仕組みを
精緻化する，という点に本稿の意義がある．
二つ目は，本稿が中国共産党幹部の贈収賄にこ
だわる理由である． 2）これまで中国共産党の組織
は，腐敗の温床であると言われてきた．これらの
情報は，中国国内の地方紙，国内外のジャナーリ
スト，香港メディアによって伝えられた断片的な
情報にすぎず，中国共産党の公式報道によって，
組織内部の贈収賄に関する情報が公開されたこと
はなかった．このため，現在まで中国共産党の組
織に焦点を当てて，組織的な贈収賄の構造を解明
した学術的論文は存在しない．しかし，2011年に
発生した高速鉄道の脱線衝突事故が大きく報じら
れたことで，世論の中国共産党指導部に対する不
満が高まった．これに対応した中国共産党は，こ
れまで報じられることのなかった鉄道部幹部の贈
収賄に関する裁判を公開したのである．鉄道部は
中国共産党に対して強い発言力を持つ組織であ
る．このような権力を持つ組織の内部で発生した
贈収賄が明らかになるのは極めて異例である．本
稿の検証過程では当局の公式ホームページに掲載
されている情報のみを使用している． 3）このため
扱える資料に限界が生じており，パッチワークの
ような研究になってしまったことは否定できな
い．しかし，国家の重要な政治のアクターである
中国共産党が，公式に開示した情報のみを使っ
て，中国共産党の組織不正を明らかにするという
難題に挑戦し，研究成果を出すことは，決して不
可能ではないと筆者は考えている．むしろ，中国
政治を研究する上で避けては通れない問題である
というのが，本稿がこだわる理由である．そして，
間接的な検証ではあるけれど，これまで垣間見る
ことのできなかった中国共産党の組織的な贈収賄
の仕組みを明らかにし，学術論文として残すこと
は十分な価値がある．
三つ目は，当局が提供する情報を使った研究
に，どれだけの意味があるかについてである．当
局が提供する情報は，公式である反面，恣意的に
操作された情報であることは否定できない．しか
し，当局が操作した情報を，理論にあてはめて検
証することで，中国共産党が行う情報統制の矛盾
点を提示できたことが本稿の意義である．
2 ．問題の所在と仮説の生成
世界のGDP上位三ヶ国であるアメリカ，中国，
日本の汚職犯罪率を比較すると， 4）中国の汚職犯
罪率だけが圧倒的に高い（図  1）．そこで，当局の
公式ホームページに掲載されている国家工作人員
による汚職犯罪の情報を収集し， 5）犯罪の種類，原
因，職務経歴を分類した．集計の結果，収賄罪は，
1,396件中754件で，汚職犯罪全体の54％を占めて
いた（図  2）．また贈収賄は，個人的な原因によっ
て発生し，村から中央レベルまでの国家工作人員
に及んでいた（図 3 ）．幹部の贈収賄が発生する
パターンは，二つに分けられ，どちらも，幹部が
所属する組織が，幹部に委譲した職務権限と深く
関係していた．一つは，幹部が職務権限を外部に
対して違法に行使することで発生し，いまひとつ
は，人事権など，幹部が持つ職務権限を内部に対
して違法に行使することで発生していた．前者
は，公共事業や地域開発に絡んで発生し，幹部が
官製談合を行う場合が多い．後者は，中国の特徴
的な腐敗現象であり，人事権を持つ幹部が，出世
を希望する国家工作人員からの贈賄に応じること
で起きている．この現象は，「買官賣官」と呼ばれ
ており，人事権をお金で売買することを意味して
いる．人事権に絡む収賄罪は，汚職犯罪1,396件中
93件で，全体の6.6％を占め，収賄罪754件の中で
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単位：対人口比（起訴数/人口）．
出典：汚職犯罪率の算出方法に関しては，中華人民共和国国家統計局編『中国統計年鑑2008～2013』中国統計
出版社，「犯罪白書平成 20 年～ 24 年」『法務省ホームページ』（http://hakusyo1.moj.go.jp/jp/nendo_nfm.
html）最終アクセス2015年 9 月25日，「統計データ」『総務省統計局』（http://www.stat.go.jp/data/index.
htm） 最 終 ア ク セ ス 2015 年 9 月 25 日，「Criminal Division, Report to Congress on the Activities and 
Operations of the Public Integrity Section」『The United States Department of Justice』（http://www.justice.
gov/criminal/pin/）最終アクセス2015年 9 月25日をもとに筆者作成．
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図 1 　GDP上位三ヶ国のアメリカ，中国，日本における汚職犯罪率（2008年～2012年）
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図 2 　汚職犯罪の分類（2010年～2013年）
出典：当局の公式ホームページの内容をもとに，1,013人1,396件分の汚職の罪名を分類し，上位10位を掲載．
図 3 　贈賄に応じた原因の上位10（2010年～2013年）
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出典：当局の公式ホームページの内容から，収賄罪の原因が明記されている 688 件の集計結果をもとに，原因の
比率上位10位を掲載．
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は全体の12.3％を占めている．また，贈賄の方法
も二つに分類できる．一つは個人から個人への贈
賄であり，いまひとつは企業が幹部に対して行う
贈賄である． 6）
もし中国当局が公開している情報が正しけれ
ば，中国では汚職犯罪に対して厳しい取り締まり
が行われているにもかかわらず， 7）腐敗は一向に
減少せず，日本，アメリカに比べて，高い汚職犯
罪率を維持している事実が存在することになる．
本来，個人が不正を起こすには，いくつかの条
件が一致しなければならない．不正の判断基準で
あるクレッシーの「不正のトライアングル」理論
によると，不正は，「動機，機会，正当化」が一致
しなければ発生しない． 8）日本やアメリカの犯罪
率から判断できるように，動機，機会，正当化が
一致するタイミングはそれほど多くないために，
「不正のトライアングル」は散発的にしか発生し
ない．しかし中国は例外である．なぜ中国ではこ
れほど頻繁に「不正のトライアングル」が一致す
るのか．これが本稿における問題意識である．そ
して，問題意識に対する仮説を以下のように生成
した．
一つは，クレッシーの「不正のトライアングル」
理論に対する疑問である．これまで，アメリカや
日本で信頼され続けてきたクレッシーの理論であ
るが，これほどの確率で「不正のトライアングル」
が一致するのは，理論上に何らかの問題が生じて
いるためであると考えざるを得ない．「不正のト
ライアングル」理論は，中国の汚職犯罪には通用
しない．
いまひとつは，裁判の情報をみると，贈収賄の
原因は個人に収斂されている．中国のように，頻
度に幹部の「不正のトライアングル」を一致させ
るためには，その背景に，幹部の「不正のトライ
アングル」を促進させている要因が存在すると考
えられる．幹部の贈収賄は，本当に個人的な問題
だけで発生しているのではない．
さらに，個人の力だけでこれほど多くの「不正
のトライアングル」を発生させることが困難だと
すれば，当局が公開している情報は操作されたも
のであり，贈収賄の発生に関わる根本的な原因を
隠している．
Ⅱ　「不正のトライアングル」理論の援用
1 ．「不正のトライアングル」理論
本稿では，贈収賄が発生する仕組みを明らかに
するために，「不正のトライアングル」理論を援用
する．1950年代，米国で活躍した犯罪学者ドナル
ド・R・クレッシーは，「不正のトライアングル
（Fraud Triangle）」理論を構築した． 9）クレッシー
は，横領者の中でも「背信者（trust violator）」と
名付けた犯罪者を対象にして， 10）本来罪を犯すつ
もりがなかった人が，どのような理由，動機から
犯罪に及ぶのかについて聞き取り調査を行っ
た． 11）調査の結果から，不正が発生するタイミング
は，「信頼された人間が背信者となるのは，他人に
打ち明けられない金銭問題を抱え込み，金銭を信
託された自分の立場を悪用すれば，その問題を秘
密裏に解決できると認識し，自分は信頼されたの
だから託された資金を利用してもよいのだという
状況を，自らの行動に当てはめることができるタ
イミング」ではないかという仮説を生成した．この
仮説を立証することによって，横領とは，「雇用主
に資産を託されたものが，①他人には共有できな
い金銭的な問題を抱え（動機），②信頼された立場
を利用すれば，誰にも見つからずに問題を解決で
きることを認識し（機会），③利用しても問題ない
と理由づけられる（正当化）」という，動機，機会，
正当化の三つの要因が一致した時点で発生すると
いう「不正のトライアングル」理論を体系化した．
クレッシーの「不正のトライアングル」理論に
は留意すべき点がある．一つは，クレッシーは，
動機，機会，正当化の三つの要因は，実行者本人
の主観的認知によるものであり，三つの要因が複
雑に絡み合っていることから，同時に認知されな
ければ，横領は発生しないとしている．いまひと
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つは，「不正のトライアングル」理論は，横領者と
いう広い対象ではなく，クレッシーが定義した
「背信者」という特定の人間に焦点を当てた研究
であったことである． 12）
動機
機会 正当化
一致
出典：クレッシーの「不正のトライアングル」理論．
図 4 　不正のトライアングル
2 ．「不正のトライアングル」理論援用の妥当性
1980年代に入ると，W・スティーブ・アルブレ
ヒト（W. Steve Albrecht）が中心となって，「不正
のトライアングル」理論に対する再検討が行われ
た．この検証結果からも， 13）クレッシーの「不正
のトライアングル」理論と類似した「不正のス
ケール（fraud scale）」理論が構築された． 14）これ
により，クレッシーの「不正のトライアングル」
は，「背任者」にのみ有効な理論ではなく，不正の
一般性を表すより説得力のある理論として確立し
た． 15）
現在「不正のトライアングル」理論は，犯罪学
の代表的な理論として，アメリカや日本の会計監
査における「不正リスクに関する基準を考える手
がかり」として採用されている信頼の高い理論で
ある． 16）このことから，本稿において「不正のトラ
イアングル」理論を援用する妥当性が確認できる．
Ⅲ　検証の方法と事例の紹介
1 ．資料の制約と「不正のトライアングル」理
論の間接的検証
本来，「不正のトライアングル」理論を検証する
過程では，クレッシーが行った当事者への聞き取
り調査が必要である．しかし中国の現政治体制で
は，当事者へのインタビュー調査は許されていな
い．また，中国では中国共産党による情報統制が
行われており，司法，政治領域の一次資料を入手
することは困難である．ところが，国内の腐敗の
蔓延に危機感を募らせてきた中国共産党は，2012
年11月に行われた第一八回中国共産党全国代表大
会において，腐敗の根絶を国家の最重要課題に位
置づけた．この背景には，中国社会における腐敗
の蔓延が，国民の中国共産党に対する不満の原因
となり，中国共産党の正当性に対する不信感につ
ながっていることが挙げられる． 17）これに対応し
て，当局の公式ホームページでは，汚職犯罪に関
連した裁判の情報が頻繁に更新されるようになっ
た．その中でも，中国鉄道部の贈収賄をめぐる判
決の内容は比較的公開されている．なぜなら，
2011年 7 月23日，中国温州市で発生した高速鉄道
の衝突脱線事故によって，鉄道部幹部の腐敗が大
きく表面化し，世論の不満や国際社会からの関心
が高まった．これに対応するために，当局が鉄道
部の幹部たちが犯した贈収賄に関する裁判の情報
を一部公開するようになったからである．そこ
で，本稿では，資料が比較公開されている中国鉄
道部の贈収賄を事例に取り上げ，当局が公開する
公式情報のみを使って，間接的な立証を試みる．
2 ．なぜ中国鉄道部を事例にするのか
鉄道部を事例に取り上げる理由は，情報が公開
されているからだけではない．研究の意義で述べ
た通り，鉄道部は中国共産党の中でも強い発言力
を持つ組織である．このような権力を持つ組織に
おいて発生した贈収賄が明らかになるのは極めて
異例だからである．先行研究から鉄道部成立の経
緯をみると，鉄道部の権力形成には三つ特殊な事
情が関係している． 18）一つは，中国人民解放軍と
の関係である．歴史をさかのぼると，1946年鉄道
部は中国人民政府革命軍事委員会のもとに軍委鉄
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道部として発足した．鉄道部長を歴任した13人の
経歴をみると，13人中 5 人が人民解放軍での職務
経歴を持っている．1981年以降は，人民解放軍に
おいて職務経歴を持つ幹部が，鉄道部の重要ポス
トに就任することはなくなった．しかし，現在で
も鉄道は，軍事物資や国境線への軍人輸送など軍
事輸送の主要な手段を担い，軍部と強い関係を維
持している．
次に，中国では道路や水運など他の交通輸送機
関は交通運輸部に管轄されている．しかし，鉄道
部だけが国務院の傘下に独立して設置され，人民
法院，検察，警察など，独自の行政機能を持ちな
がら鉄道事業を行っていた． 19）第三に，2010年か
ら2012年の鉄道部の財政状況を見てみると，中央
政府歳出のうち，鉄道部が占める割合は，1.5％か
ら2.2％と巨額である（表  1）．それだけでなく，鉄
道部は，運賃収入や銀行融資，債券の独自発行に
よって，運営資金を確保し，独立採算制を維持し
てきた特殊な組織である． 20）
以上の三つの特殊な事情によって，鉄道部は中
国共産党の中でも権力を組織として確立した．そ
して2013年 3 月10日，鉄道部の解体が決定するま
で， 21）鉄道部は行政機能と鉄道事業を一体化させ
た体制を維持し続けてきた．
これまで鉄道部に対しては三度の体制改革が実
施されたが， 22）鉄道部の体質は変化していない． 23）
なぜなら，三度の改革を経ても，鉄道部の「政企
合一」に対して，根本的な改善が行われていない
からである． 24）鉄道部では長期間に独占的で閉塞
的な環境が維持され，外部の干渉も受けていな
い．このような環境で，行政と企業活動が同時に
行われれば，腐敗が発生しやすくなる．こうした
組織の体質が贈収賄の土壌を形成する原因なので
ある．
Ⅳ　幹部の「不正のトライアングル」の検証
1 ．幹部の動機「資金調達」
一般的に贈賄に応じる動機として挙げられるの
は，私有財産の獲得，贅沢な生活，愛人を囲うた
めに必要な金銭的欲求などである．いまひとつと
して，幹部の動機で注目すべき点は，人事権を持
つ幹部が贈賄に応じていることである（前掲
図  3）．先行研究においても，地位の獲得，維持の
過程では，公職者が個人的なコネを利用したり，
特定の官僚に対して賄賂を贈り，特別な関係を作
るケースがあると指摘されているように， 25）中国
において，昇進や地位の維持を希望するために
は，ある程度の巨額な資金が必要である．そうで
あるならば，昇進，地位の維持のために，いち早
く資金を調達する手段として，贈収賄を利用する
ことが考えられるのではないか．
以下では当局の公式ホームページに掲載されて
いる裁判の情報を使用して，劉志軍 26）がどのよう
に人事権を売買し，資金調達を行ったのかを確認
していく．裁判では，以下のような鉄道部内部に
おける人事権の売買が確認できた． 27）劉志軍は，
1986年から2011年にかけて，11人から6,460.54万
元の賄賂を受け取っているが，そのうち1,178.65
万元分の賄賂は，人事権を違法に売却した見返り
であった． 28）こうした劉志軍が絡む人事権の売買
表 1 　中央政府歳出における鉄道部の比率（2010年～2012年）
年 国家歳出 中央政府歳出 鉄道部 比率
2010年 9 兆3180億元 5 兆571億元 1,110億元 2.2％
2011年 10兆8930億元 5 兆6414億元 872億元 1.5％
2012年 12億5712億元 6 兆4,148億元 1,295億元 2.0%
出典：①中華人民共和国財政部（URL：http://www.mof.gov.cn/index.htm）②中華人民共和国審計署（URL： http://www.audit.gov.
cn/）最終アクセス2015年 9 月25日に掲載されている資料をもとに筆者作成．
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には，いくつかの特徴が見られる． 29）第一に，事
前にポストの価格を明示せず，姻戚関係を重視な
がら人事を配置する．また，人事権を売買する相
手は，これまでの業務において何らかの交流があ
る人物に限っている．第二に，人事権が売買され
る市場では，ある程度の局級ポストにさえ昇格す
れば，そこから先の職位には期待が持てることか
ら，現場に近い幹部ほど，劉志軍に対して贈賄を
行った．第三に，劉志軍が手配する “売りポスト” 
は，最長17年，最短でも 4 年間と就任期間が長く
安定している．第四に，劉志軍の影響力は，鉄道
部を超えた領域にまで及んでいた．第五に，鉄道
部の中でも特に重要な六つの鉄路局，分局の局長
級ポストは，劉志軍によって割り当てられるが，
ポストの配分は一定の規模を超えず，暗黙のルー
ルに沿って行われていたために暴露される可能性
が低かった．このように，劉志軍は，身内や知人
で団結して利益共同体を結成していた． 30）そし
て，当局の調査が入ると，内輪でかばい合った．
例えば，2006年 4 月，劉志軍の弟にあたる劉志祥
が，武漢鉄路局副局長時代に犯した，汚職罪，収
賄罪，巨額財産不明罪に対して，執行猶予付きの
死刑判決が下された． 31）しかし，当時の鉄路局局
長であった邵力平の計らいによって，劉志祥は，
無期懲役から病気療養による釈放に至ってい
る． 32）また，2008年，鉄道部政治部元主任何洪達
の汚職が発覚した際，劉志軍は，何洪達の身を案
じて，丁書苗に免罪か減刑を取り計らうよう命
じ， 33）劉琳，陳建威，李其偉，陳斌ら関係者に対
して，4,400万元を贈賄させている． 34）
次に，劉志軍自身はどのような人事権を買収し
ようとしていたのか．丁書苗が劉志軍に贈賄した
総額は4,900万元であるが，そのうち500万元につ
いては，劉志軍自身が自分の地位を部下に継がせ
て，自身は省書記の地位に就こうと計画し，関係
者に対して贈賄をするために用意されていたこと
が確認できている． 35）劉志軍は，鉄道部をめぐる
贈収賄事件が表面化したことに身の危険を感じ
て，責任を逃れようと計画していたのである． 36）
さらに，丁書苗自身も，2009年から2010年にか
けて，司法機関の調査を逃れ，現在の地位を維持
するために，当時の国務院扶貧開発領導小組弁公
室外資項目管理中心主任であった範増玉に接近し
た．そして，当センターに対して故意に寄付を行
い，表彰式の様子を慈善事業関連の雑誌に掲載さ
せた．丁書苗は，この保身工作の過程で，範増玉
に対して，2,632万元，120万ユーロ，24万米ドル，
プリペイドカード，給油カード，高級品など，合
計38回，4,013万元を贈賄した． 37）
以上から，中国で出世や職位を維持するために
は，巨額の資金が動くことが確認できた．出世の
機会や，自らの地位が危険にされられた時，いち
早く資金を工面しなければならないとすれば，
「幹部が資金調達の手段として贈賄に応じる」こ
とは，幹部の「不正のトライアングル」の動機と
して十分に説明づけることができる．
2 ．幹部の機会「官製談合」
　 2 では，幹部が贈収賄を行う機会となる官製談
合を取り上げる．劉志軍の官製談合は，丁書苗の
存在をなくして語ることができない．劉志軍は，
常に特定数社の経営者と利害関係を維持していた
が，その中でも，北京博宥投資管理集団有限公司
の董事長である丁書苗は，劉志軍が認める仲介業
者として揺るぎない地位を築き，劉志軍が関与す
る高速鉄道プロジェクトの官製談合において，重
要な役割を果たしていた．
劉志軍と丁書苗は，当時の北京鉄路局臨汾分局
副分局長であった羅金宝を通じて知り合った．
1997年当時，鉄道部副部長であった劉志軍は，丁
書苗に対して，鉄道部の主要な幹部を紹介し人脈
を構築させていった． 38）2003年に劉志軍が鉄道部
長に就任すると，丁書苗は，高速鉄道プロジェク
トに関連させた会社を設立していった．その中で
も，2006年 1 月に設立した北京博宥投資有限公司
は， 39）高速鉄道プロジェクトの中心的企業とな
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り，高速鉄道に関連する鉄道設備，広告事業を一
手に請け負っている． 40）劉志軍が鉄道部長に就任
して以降，北京博宥投資管理集団有限公司の勢い
は止まらない．まず，高速鉄道プロジェクトの請
負を独占するために，高速鉄道事業に必要な会社
を北京博宥投資管理集団有限公司の傘下に入れ
た． 41）次に，2008年 4 月，北京博宥投資管理集団
有限公司は当代英才（北京）国際広告有限公司と
共同出資を行い，鉄道部の幹部や中央幹部が密会
をするための高級会員制クラブ，英才会所股份有
限公司を設立させた． 42）さらに，2008年 7 月には
高級ホテル伯豪瑞廷酒店が開業した． 43）このよう
に，丁書苗は，鉄道部のプロジェクトに関連した
事業を展開しながら，鉄道部の関係者たちが密会
できる施設までを整えた．
次に，劉志軍と丁書苗が関与したプロジェクト
発注の仕組みについてである．事実上，高速鉄道
プロジェクトの公開入札は，劉志軍と丁書苗に
よって独占されていた．裁判の情報を通して，高
速鉄道プロジェクトの公開入札は，劉志軍による
官製談合により，一部の企業だけが落札を繰り返
す仕組みが確立していたことが明らかになってい
る．本来，国家の大型プロジェクトには，巨額の
国家予算が投入されるため，公開入札は，「鉄道建
設工程招標投票実施方法」による「公平，公正，
公開」の原則に基づいて行われることになってい
る． 44）しかし，鉄道部の公開入札では，「鉄道建設
工程招標投票実施方法」に代わってインフォーマ
ルなルールが機能していた．公開される情報が不
足し，鉄道部内部に決定権が集中し，劉志軍によ
る官製談合によって不正な落札が行われていたた
めに，部外者が入り込む隙間がなかった． 45）
以下では二つの事例を紹介する．一つ目は，劉
志軍が，丁書苗の北京博宥投資管理集団有限公司
とその関連会社に対して，独占的に高速鉄道プロ
ジェクトを請け負わせていた事例である．劉志軍
が鉄道部長に就任した2003年から2009年にかけ
て，丁書苗の関連企業に，独占的に仕事を振り分
け，その見返りに，賄賂を受け取っていた．例え
ば，傘下の一つである金漢徳公司は，高速鉄道建
設の一部，京津城際鉄路，武広高鉄，京瀘高鉄な
どの沿線に使用する声風障壁業務を独占的に請け
負っている． 46）幹部の動機「資金調達」（Ⅳ  1）で
も確認した通り，裁判において，劉志軍は，11人
から総額6,460.54万元の賄賂を受け取り，そのう
ち4,900万元分は，丁書苗からの贈賄によることが
明らかになっている． 47）劉志軍は，賄賂の見返り
に，丁書苗とその関連会社に対して39.76億元を不
当に儲けさせた． 48）丁書苗が鉄道プロジェクトに
関わる違法経営によって得た総額は，1,788億元以
上に達する．これは，2010年度山西省の財政収入
1,810億元に匹敵する金額で，2010年全国鉄道投資
総額7,074億元の四分の一に匹敵する． 49）
二つ目は，国有企業が高速鉄道プロジェクトの
公開入札に参加する際にも，劉志軍による官製談
合が行われ，事前に丁書苗が指定した国有企業を
劉志軍が選び，入札が行われていた事例であ
る． 50）2007年から2010年にかけて，丁書苗は，丁
書苗のもとで仲介役を果たしている中盟世紀投資
有限公司元董事長鄭朋，江西南昌贛鵬集団元董事
長胡斌，道隧集団工程有限公司元董事長甘新雲，
北京世紀壇医院経済管理弁公室元職員郭英，丁書
苗の娘侯軍霞に対して，談合を持ちかけ，下請け
会社を探させて，プロジェクトを不正に落札させ
ていた． 51）審計署の調査によると，丁書苗は，劉
志軍に対して，中国水利水電建設集団公司，中鉄
十局，十三局，二十局集団有限公司など23社の情
報を事前に伝え，劉志軍は丁書苗から指定を受け
た企業を選び，「京滬高速鉄路土建プロジェクト
第三工程」「貴陽至広州鉄路駅前プロジェクト第
八工程」を含む57のプロジェクトを落札させ
た． 52）落札総額は1,858億元以上に達し，丁書苗は，
落札した会社から落札仲介料として，プロジェク
ト総額の1.5％から3.8％を徴収している． 53）丁書
苗が徴収した落札仲介料は32.8億元になり，その
うち20億元以上は違法な所得に相当する． 54）
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高速鉄道プロジェクトは，表面的には公開入札
を採用し，高い技術を持つ企業が入札に参加して
いる．しかし，水面下では，丁書苗が指定した企
業を劉志軍が選ぶ方法によって，一部の国有企業
だけが落札できる仕組みになっていた．例えば，
2008年，国家発展改革委員会組織の専門家らに
よって，高速鉄道に使用するタイヤに関する品質
評議会が行われた．その結果，入札に参加した企
業の中で，馬鞍山公司，太原重工，唐山，山東な
どの私営企業に落札の可能性があるとされていた
が，最終的に落札したのは丁書苗が株主である智
奇公司であった． 55）
劉志軍の官製談合の過程から，インフォーマル
な仲介業者が存在し，重要な役割を果たしている
ことが確認できる． 56）鉄道部の贈収賄では，丁書
苗が劉志軍の事前情報に基づいて，下請け企業を
探し，下請け企業から手数料を受け取っている．
旧ソ連の体制移行期の先行研究には，インフォー
マルなルールに関する研究が残されている．Nove
（1986）によると，旧ソ連の体制移行期には，「タ
ルカーチ」と呼ばれるインフォーマルな仲介業者
が存在し，必要な供給物資が実際に届くように，
せがんだり，懇願したり，借り回ったり，賄賂を
送ったりしていたという． 57）鉄道部をめぐる贈収
賄では，丁書苗が「タルカーチ」として，劉志軍
の意向に合わせて，請負会社を探し，円滑な金銭
の受け渡しができるように便宜をはかっていた．
これは薄熙来元重慶市書記と実徳集団徐明の関係
からも確認できる．劉志軍は，丁書苗の仲介に
よって，安定的な賄賂を確保していた． 58）
3 ．幹部の正当化「成果主義」
　 3 では，幹部の正当化の要因と考えられる「成
果主義」について説明していく．成果主義では，
結果としての成果が重視され，長期的な成果より
も短期的な成果の達成が求められる． 59）中国の経
済政策では，高いGDP成長率の達成を目標にして
いることから，幹部に対しては，昇進を名目に，
組織から圧力がかけられ，成果主義が求められ
る．その事例として挙げられるのが人事評価制度
の存在である．栄敬本（1998）によると，圧力型
体制のもとで，幹部が出世，昇進をするには，上
級政府からの無理な要求を聞き入れなければなら
ず，その中でも，二つの業績評価制度は，幹部の
昇進にかかる比重が大きい． 60）幹部は，限られた
時間と権限を使って，大量の仕事をこなさなけれ
ばならない状況に置かれることで，不正をしてで
も目標を達成しようとするのである．地域開発に
おける土地収用，土地転がし，許認可権の簡素化
などの便宜を図って，建設会社と癒着を起こすの
はこのためである．このような「無理をしてでも
業績を上げなければならず，そのためには不正も
やむを得ない」という主観的な認知や「自分は国
家の経済発展に貢献している」という自負が，良
心の呵責を越えて，自らの不正を正当化させてい
くのである．
劉志軍の裁判におけるやり取りを見ると，劉志
軍は，高速鉄道プロジェクトに貢献したという自
負があった．例えば，2013年 6 月 9 日北京市第二
中級人民法院で行われた審理において，劉志軍の
弁護人である銭列陽は，「劉志軍は，鉄道部部長時
代を通して，中国の高速鉄道プロジェクトの大き
く貢献し，鉄道インフラ網が大幅に発展したこと
を考慮すべきである」と弁護している． 61）北京市
第二中級人民法院は，この弁護を受け入れなかっ
たものの，この内容から，劉志軍自身が，中国の
高速鉄道プロジェクトに貢献したのだという主観
的な認知によって，良心の呵責を超えて，贈賄に
応じていたことが説明できる．さらに，取り調べ
の際，劉志軍は，汚職に手を染めた理由として，
職位が高くなればなるほど裁量権が拡大し，自身
の昇進，好色，名誉に対する欲望が高まり，規律
違反を犯したと述べた． 62）劉志軍の場合，高速鉄
道の発展に貢献したという主観的な認知と，鉄道
部のトップに君臨し，監視の目が及ばなかった状
況が，良心の呵責を乗り越えて，不正を正当化し
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てしまったと考えられる．
Ⅴ　分析枠組みの修正
1 ．幹部の「不正のトライアングル」の検証過
程における問題点
本来，贈収賄が発生するタイミングは，「不正の
トライアングル」理論にあてはめて説明できた．
そこで，Ⅳでは，幹部の動機，機会，正当化を「不
正のトライアングル」理論にあてはめて検証し
た．しかし，検証の過程では，既存の「不正のト
ライアングル」理論で説明できる部分と，説明し
きれない部分が判明した．なぜなら，幹部の動機，
機会，正当化のほかに，「組織内部での人事権の売
買」「体制移行期の制度の空白に生じたイン
フォーマルなルール」「中央からの過度な目標設
定」など，直接幹部の「不正トライアングル」に
はあてはまらない要因の存在が明らかになったか
らである．さらに，これらの要因は，幹部の「不
正のトライアングル」の発生に深く関わってい
た．なぜなら，幹部は，「組織内部で行われる人事
権の売買」のために資金調達を行い，「体制移行期
による制度の空白に生じたインフォーマルなルー
ル」によって官製談合の機会を得て，「中央からの
過度な目標設定」を達成するために，成果主義に
はしり，不正を正当化しているからである．この
ことから，幹部の「不正のトライアングル」にあ
てはまらない要因は，幹部が所属する組織の要因
と考えることができる．したがって，「不正のトラ
イアングル」理論を援用して，鉄道部をめぐる贈
収賄を検証するためには，「組織」というもう一つ
の不正のトライアングルを構築する必要がある．
中国は体制移行期に位置している．体制移行が
始まると，制度的空白が発生し，その空白を利用
して不法に利益を獲得しようとする動きが広ま
る．そして，人々の「金銭欲」が強まることで，
腐敗が表面化し拡大する． 63）制度化レベルの低い
国や地域では，体制移行の中で生まれた「資本家」
たちが，制度的空白を利用して政権と癒着し，巨
大な利益を得る．特に，中国やベトナムのような
国は，発展段階が低いことに加えて，急激な成長
の中で制度の形成が追い付いていない． 64）また，
中国の汚職犯罪の特徴として，発展水準にしては
巨額の汚職犯罪がしばしば摘発され，厳罰をもっ
て処分されている反面，摘発しても汚職犯罪は増
える一方である現状を指摘している． 65）石井陽一
（2003）も，汚職腐敗指数と経済成長率の関係に
触れている．本来は，クリーンな国家ほど国際競
争力が強いとしながらも，その例外として中国を
取り上げ，汚職腐敗指数が高いのにもかかわら
ず，経済成長率も高い特殊な現象を指摘している
ように， 66）後進国では，汚職腐敗指数が高くても，
経済発展を続けている国が存在する．中兼は，腐
敗の原因を「腐敗の構造化」に起因すると結論づ
け，腐敗を「腐敗＝独占＋裁量－説明責任」とい
う公式にあてはめた． 67）この公式によると，「独
占」に代わって競争のメカニズムを導入し，幹部
の「裁量」の範囲を狭め，「説明責任」を高めるこ
とによって腐敗を抑止することができる． 68）しか
し，中兼や加藤（2013）は，中国において贈収賄
が発生する具体的な仕組みについては述べていな
い．中国を含め，次第に明らかになりつつある腐
敗の構造ではあるが，今日までその具体的な構造
は，完全に解明されていない．
組織の
「不正のトライアングル」
幹部の
「不正の　　　　 
トライアングル」
出典：Ⅴ 1 をもとに筆者作成．
図 5 　組織の「不正のトライアングル」
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2 ．二重構造の「不正のトライアングル」理論
の構築
　 1 の検討過程を通して，中国鉄道部をめぐる贈
収賄は「構造化」に起因しており，幹部の「不正
のトライアングル」だけでは検証しきれないこと
が明らかになった．これにより，既存の「不正の
トライアングル」理論を補強し，「幹部」と「組
織」の二段階のレベルに腑分けして分析する必要
がある．「組織に所属する幹部」という新たな枠組
みを構築しなければ，中国鉄道部をめぐる贈収賄
の全体像を明らかにすることができない．
そこで，幹部の「不正のトライアングル」の外
側に，組織の「不正のトライアングル」という，
新たな「不正のトライアングル」を用意し，これ
を二重構造の「不正のトライアングル」理論と名
付けた（図  6）．このような二重構造の「不正のト
ライアングル」理論を構築すれば，中国鉄道部を
めぐる贈収賄に対応する枠組として，「不正のト
ライアングル」理論を援用することができる．
組織の動機
幹部の動機
幹部の機会 幹部の正当化
組織の機会 組織の正当化
出典： 2 の内容をもとに筆者作成．
図 6 　二重構造の「不正のトライアングル」理論
Ⅵ　組織の「不正のトライアングル」の検証
1．組織の動機「組織内部における人事権の売買」
「幹部の動機」では人事権を持つ幹部への贈賄率
が高いことが挙げられ（前掲図  3），中国において
昇進や地位の維持を希望するためには，ある程度
の資金が必要であり，幹部は資金を調達する手段
として，贈収賄を利用していることを確認した．こ
のような背景には，昇進を希望する幹部に対して
「ポストをお金で買わせようとする」組織の動機が
存在するのである．また，鉄道部の幹部による人
事権の売買は鉄道部だけでなく，地方の鉄道局に
まで及ぶ組織的なものであり， 69）人事権の売買が
組織の内部で習慣化していたことが確認でき
る． 70）
では，なぜ鉄道部は，幹部に対して人事権の売
買をするのか．幹部の「不正のトライアングル」
の動機では（Ⅳ  1）劉志軍が行う人事権の売買の
特徴をまとめた． 71）このうち，⑴姻戚関係を重視
して人事を配置していること，⑵人事権を売買す
る相手は顔見知りに限っていること，⑶劉志軍が
手配するポストは，長期的に安定していること，
⑷鉄路局，分局の局長級のポストは，劉志軍に
よって割り当てられること，⑸劉志軍が既得利益
集団を結成しようとしていたこと，という特徴か
ら判断すれば， 72）劉志軍は，鉄道部の部長という
公職の立場から，鉄道部の既得権益を守るため
に，重要ポストを身内で固め，鉄道部を利益集団
化しようとしていたという組織の目的を説明する
ことができる．以上のように，鉄道部では，組織
が幹部に対して人事権を売り出すことで，幹部の
贈収賄が促進されている．
日本の贈収賄に関する先行研究では，贈収賄の
発生は，組織の風土が影響し， 73）贈収賄を含めた
組織不祥事の最大の原因も組織風土であると言わ
れている． 74）これに対して中国の組織は，組織自
体が不正を犯すというよりも，組織が幹部に対し
て不正を促す環境を提供しているのである．
2 ．組織の機会「制度の空白に生じたイン
フォーマルなルール」
　 2 では，体制移行期における制度の空白が，幹
部の贈収賄を促進する組織の機会になっているこ
とを確認していく．始めに，旧ソ連と中国を事例
にした体制移行期の先行研究から，インフォーマ
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ルなルールの機能について説明する．次に，裁判
の情報から，実際に鉄道部で行われていたイン
フォーマルな取引の事例をみていく．
1978年12月，中国共産党第十一期中央委員会第
三回全体会議で決まった対外開放政策により，社
会主義市場経済体制が導入され，経済体制は計画
経済から市場経済へと移行した．しかし，経済体
制の移行過程では，マーケットメカニズムがうま
く機能していなかった． 75）資源は国が所有し，市
場の競争力だけが加速を続け，経済体制が発展の
スピードに対応しきれていなかった．この経済体
制の移行によって生じた制度の空白を埋める役割
として，インフォーマルなルールが必要になった
のである． 76）
岩崎一郎，鈴木拓（2010）は，旧ソ連を事例に
した体制移行期の研究の中で，インフォーマルな
ルールの機能について取り上げ，以下のように説
明している． 77）社会主義下における賄賂は，硬直
な官僚制度と慢性的な物不足によって引き起こさ
れ，企業活動や市民活動の支障を回避する一種の
社会的メカニズムとして，旧ソ連諸国の社会生活
に深く浸透していた．計画機関や資材補給組織に
おける，官僚と企業責任者の間で贈収賄を伴うイ
ンフォーマルな取引行為は，供給計画と産出計画
の間の不整合性や流通システムの不完全性等に起
因した生産活動上の諸困難を緩和する一種の潤滑
油として，フォーマルな計画経済システムと表裏
一体の関係を形成している．社会主義時代の官僚
と企業経営者の間で行われた贈収賄は，ソ連社会
全体としてみれば，国民経済の再生産プロセスを
実現，維持するための制度化された社会的必要悪
として機能していたと理解できる．これに対し
て，体制移行期に突入した旧ソ連諸国では，官僚
と企業責任者の汚職行動がより純粋に私利私欲の
追求へと変化し，社会的必要悪としての側面が大
きく後退した． 78）
大内穂（1977）によると，体制移行の過程では，
遅れて資本主義の洗礼を受けた国の地方レベル
が，十分に資本主義に馴染むことができず，社会
主義化に組み込まれた共同体的意識や志向が残存
し続けた．この影響により体制が変化しても，私
的財産や地位に対する人間の利己的な欲望が止揚
されるまでに時間を要した． 79）
では，なぜ中国でもインフォーマルなルールが
機能しているのか．ひとつは，先行研究で述べら
れているように，中国共産党が社会主義市場経済
を導入したことによって，経済体制が移行期に
入った．これにより，経済体制に制度の空白が生
じ，その制度の空白を補充する役割として，イン
フォーマルなルールが発達したからである． 80）
いまひとつは，インフォーマルなルールのもと
に存在するインフォーマルな仲介業者の存在であ
る．仲介業者は，中央からの過度な目標設定に対
応して，プロジェクトの請負先を探し，市場の不
足を補い，プロジェクトが円滑に進むように便宜
を図る重要な役割を担っていた． 81）
中兼和津次（2010）は，中国における体制移行
期の制度の空白に関して，次のように述べてい
る．まず，社会主義時代には，公式上の「市場」
がないことから，起業したり，事業拡大のために，
役人や政治家に賄賂を贈る必要はなく，必要なの
は計画配分をめぐって少しでも多くの配分を得る
ための「関係（コネ）」を構築することであった． 82）
しかし，体制移行によって，制度的な大転換が行
われた．新制度が形成され，定着するまでの期間
には，制度的空白が発生する．また，人々の価値
観が転換し，社会全体に制度的脆弱さが露呈す
る．そこで，この空白や脆弱な制度を利用して，
不正な利益を獲得しようとする動きが生まれるの
である． 83）また，中国では，なし崩しに始まった
民営化が，事実上の民営化（de facto privatization）
となってしまったために，制度的空白を利用し
て，「国家資産の流失」が起きている． 84）
黄葦町（1996）も以下のように述べている．1980
年代に入ると，中国では，改革開放政策に生じた
「ゆるみ」の中で，隠形経済が形成されていった．
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隠形経済の発展速度は，統計に表れている公式経
済の発展速度に劣らず活発化し，どちらも改革開
放の産物となった．隠形経済の膨張は，公式経済
に不足している商品や労働サービスの供給が原因
になっている．特に，第三次産業の発展が遅れ，
公式経済に生じた空白では，隠形経済が発達して
いる．公式経済と隠形経済は，合法と非合法，地
上と地下，公開と隠蔽というように，一見対立し
た存在のように見えるが，実際，両者の関係は極
めて密接である．公式経済に市場の空白があれ
ば，隠形経済が補充し，公式経済が弱いところで
は，隠形経済が発達している．一方で，隠形経済
は，公式経済に対応して存在し，公式経済の不足
部分に寄生している．これは世界で普遍的にみら
れる現象であり，隠形経済は，公式経済が正常に
機能していない場合により活発化する．そして，
公式経済の欠点と不足を補い，消費者の困難を解
決し，市場のバランスを取るためにある程度の積
極的な役割を果たしている． 85）
栄敬本他（1998）は，中国の圧力型政治体制の
もとに現れた官僚企業家が，腐敗の原因になって
いることを指摘している．前述したように（幹部
の動機「官製談合」），地方幹部が自らの裁量権を
直接行使することによって，経済成長が促進さ
れ，経済成長に積極的な作用を及ぼしている一方
で，市場経済体制が整備されることによって，官
僚企業家の存在は，経済に対する圧力に変化し，
過度な職権乱用が，腐敗の原因になっている． 86）
以上のように，中国が社会主義市場経済体制の
移行期に位置し，制度に空白が生じていること
が，幹部に対して贈収賄を行う機会を提供してい
るのである．特に，鉄道プロジェクトの公開入札
に参入する国有企業の間では，鉄道部の複数の幹
部に対して贈賄を行うことが，インフォーマルな
ルールになっていた．鉄道部の子会社の間では，
業務競争が激しく，仕事を取るためには贈賄が必
須であった． 87）さらに，裁判の内容をみると，鉄
道部の中の鉄道部運輸局，特に鉄道部運輸局装備
部での贈収賄の発生頻度が高い（表  2）．
その原因は，第一に，鉄道部運輸局装備部が持
つ権力に関係している．2000年，国務院は鉄道部
改革を実施し，鉄道部のもとに装備部を設置し
た．2000年以前，鉄道部のもとには，車輌局，電
務局，工務局，機務局，運輸局が設置されていた
が，2000年に国務院が実施した部門の簡素化，人
員削減により，鉄道部に所属する 5 部門は，一つ
の部門に合併され運輸局となった．そして，運輸
局に装備部が設置されると，これまで車輌局が
持っていた車輌設備技術の統一規格と生産計画の
裁量権が装備部に移行され，装備部が強力な権力
を持つようになった． 88）鉄道に関連する設備の生
産，技術の開発には，装備部が発行する新商品技
術鑑定証明書の取得が義務づけられており，鉄道
部鉄路局に対して商品を販売する際にも，装備部
表 2 　鉄道部運輸局をめぐる贈収賄
鉄道部運輸局局長（1998年鉄道部運輸局装備部客車処処長を歴任） 張曙光
鉄道部運輸局副局長 蘇順虎
鉄道部運輸局装備部客車処処長 劉作琪
鉄道部運輸局副局長，呼鉄宣伝局長，北京鉄路局党委書記，烏魯木斉鉄路局局長 羅金宝
鉄道部運輸局車輛部副主任（鉄道部運輸局装備部貨車処副処長，装備部験収処処長） 劉瑞楊 ＊
＊「鉄道部厳粛査処劉瑞楊渉嫌厳重違紀案」『法制網』（http://www.legaldaily.com.cn/index/content/ 201207/31/
content_ 3742304.htm?node=20908）最終アクセス2014年 6 月21日，鉄道部運輸局装備部のポストを歴任しており，す
でに贈収賄の容疑で調査が始まっているという当局の公式情報があるが，その後の詳細は公開されていない．
出典：当局の公式ホームページに掲載された内容をもとに筆者作成．
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が発行する商品証明書の取得が義務づけられてい
る．また，鉄道部の公開入札に参加する際も，装
備部の発行する入札技術資格証明書の取得が義務
づけられている．さらに，地方の鉄路局が巨額の
設備投入や修繕をする際にも，装備部に対して申
請を行い，批准を受ける必要がある．以上のよう
に，2000年以降，鉄道に関わる生産，販売，修繕，
補修，改造など，鉄道事業に参入するすべての入
口において，装備部が発行する許認可権の取得が
必要になった． 89）このように，装備部だけに，許
認可権の発行が集中していることが，贈収賄の発
生を促進しているのである．
第二に，表 2 をみると，鉄道部運輸局装備部客
車処処長のポストは，1998年に張曙光が就任した
ポストであり，同じポストの後輩にあたる劉作琪
も贈賄に応じている．このことから，鉄道部運輸
局装備部では，贈収賄が先輩から後輩へ踏襲され
ていることが確認できる．鉄道部内部の独占的で
閉鎖的な体質によって，贈収賄が経路依存してい
たのである． 90）これに関連した贈賄側の対応であ
るが，当局のホームページによると，企業側も，
同じポストに就任した後任者に対して，贈賄を続
けてきた．
体制移行期の制度の空白によって生じたイン
フォーマルなルールは，中央の鉄道部だけでな
く，地方の鉄路局にまで及んでいた．例えば，聞
清良は，2010年 4 月に，昆明鉄路局局長に就任し
ているが，職務経歴をみると，聞清良の贈収賄は，
すべて太原鉄路局の在任中に発生しており，賄賂
は石炭輸送上の便宜を図った見返りであると説明
できる． 91）鉄道部運輸局局長である張曙光の審理
の際，話題が聞清良に及んだ． 92）これによると
2005年から，聞清良は当時歌手をしていた鐘華に
好意を持つようになった．しかし，運輸局長に就
任したばかりの聞清良は，愛人を囲う資金に困
り，石炭運輸業者に対して賄賂を要求するように
なった．その証拠に，聞清良が応じた贈賄総額
2,000万元のうち，1,500万元以上は，鐘華と共謀
し， 2 年間という短い期間に発生している．山西
省は，全国でも上位に位置する石炭産出地であっ
たが，輸送手段が脆いために，外部への運搬が大
きな問題であった．このため，石炭輸送業者に
とっては，鉄路局の幹部と良好な関係を築くこと
が何よりも重要であり，聞清良の贈賄者は，石炭
輸送に関わる民営企業の経営者ばかりであった．
聞清良は12年間太原鉄路分局に在籍し，山西省の
石炭輸送業界を牛耳っていたが， 2013年 9 月北京
市第二中級法院において収賄罪に対する審理が行
われた． 93）
呼和浩特鉄路局においても組織的な贈収賄の事
例が確認できる．呼和浩特鉄路局原副局長であっ
た馬俊飛は，2009年 8 月から2011年 6 月の 2 年に
満たない短期間に，1.3億元を超える賄賂を受け
取っている． 94）審理によると，馬俊飛は，呼和浩
特鉄路局副局長就任中に，高速鉄道による輸送上
の便宜などで，40社から200回以上，合計約7,500
万元以上の贈賄に応じているほかに，6,366万元分
の出所不明な財産を所有していた．2013年12月，
馬俊飛は河北省衡水市中級人民法院の一審判決に
おいて，収賄罪と巨額財産来源不明罪により，死
刑，執行猶予 2 年の判決が下されている． 95）
山西省や内蒙古は中国有数の石炭産出地であ
り，中国に沿海地域で使用される石炭の大部分を
まかなっている．しかし，沿岸部と内陸部の輸送
インフラが脆い中国では，石炭輸送の順番や便宜
をめぐって，分局の幹部との間で贈収賄が発生す
るのである．また，現地の企業は，中央と地方の
複数の幹部に対して贈賄をすることで，鉄路局の
幹部との関係を築き，企業の利益を守っているの
である．
3 ．組織の正当化「中央からの過度な目標設定」
組織の正当化の要因と考えられるのが，中央か
らの過度な目標設定である．その中で最も重視さ
れるのが「GDP成長率目標の達成」である．中国
共産党の組織にとって党からの要求は絶対的であ
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る．1992年，鄧小平が南巡講話の中で「発展こそ
が揺るぎのない道理」と発言して以来， 96）中国共
産党にとって経済発展は国家の最重要課題になっ
た．改革開放が実施されると，各組織に対して経
済の過度な発展要求が課せられた．特に地方政府
は，ライバル同士であるかのように競い合って，
業績を上げてきた．中国の経済学者である張五常
（2009）が，「地方政府間競争は，中国の軌跡を創
出した」と述べている通り，これまで，中国の高
度経済成長は，地方政府間の過激な競い合いに
よって支えられ，成し遂げられたのである． 97）鉄
道部に課せられた鉄道インフラの整備は，経済発
展の要であり，中国共産党の鉄道部に対する要求
は相当な圧力になっていたはずである．鉄道部に
は，組織を挙げて中国共産党の要求に従い，任務
を遂行する義務がある．このように，組織が国家
の過度な要求を達成するために，幹部に圧力をか
けることで贈収賄が発生したのである．
いまひとつとして，これまで，中国共産党は，
経済成長による人々の生活水準の向上という要求
に答えて，「実績にもとづく支配の正当性（Perfor-
mance Legitimacy）」によって正当性を得てき
た． 98）しかし，今後は，経済成長の速度を維持す
ることだけに頼って，正当性を確保することは難
しく，経済発展と同時に，国内の格差に対する是
正に力を入れることで，国民からの正当性を得る
和諧社会の建設をめざしている．一方で，経済成
長の持続に対しても，これまで通りの高い目標設
定が行われている．2014年 3 月 5 日に開催された
第12期全国人民代表大会第二回会議の中で，李克
強総理は，2014年の経済成長率の目標を13年と同
じ7.5％とする方針を表明し，雇用の確保をはじ
め，景気の安定に注力する姿勢を強調した．GDP
成長率の目標は，05年から11年までの 7 年連続で
8 ％に設定していたが，12年から14年まで7.5％に
引き下げ，15年には 7 ％に引き下げた．李克強首
相は，成長速度が転換期を迎え，経済の下押し圧
力はなお大きいとしながらも，合理的な経済成長
率を維持しなければならないと強調した．なぜな
ら，中国共産党は，1 ポイントのGDP成長率の拡
大で，130万から150万人の雇用を生み出せると想
定しており， 1 千万人の雇用機会を生むために
は，7.2％以上の経済成長が必要だからである． 99）
以上のような中国共産党の方針のもとで，鉄道
部は，中国共産党の要求に応じて，鉄道インフラ
建設を加速させなければならない．もし，組織に
とって，GDP成長率目標の達成が絶対的な任務で
あれば，それを遂行するためには，違法な手段も
やむを得ない．幹部に不正をさせてでも，組織の
業績をあげたという主観的な認知が，幹部の贈収
賄を促進する組織を正当化していくのである．
Ⅶ　「不正のトライアングル」理論の検証結果
1 ．中国における二重構造の「不正のトライア
ングル」理論の形成
ⅣからⅥまでの検証結果を総括すると，本来贈
収賄が発生するタイミングは，犯罪学の代表的な
理論であるクレッシーの「不正のトライアング
ル」理論にあてはめて説明できた．そこで，当局
の公式情報から集計した688件分の贈収賄罪に関
表 3 　GDP成長率の推移（2003年～2015年）
年度 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15
目標（％） 7 7 8 8 8 8 8 8 8 7.5 7.5 7.5 7
実質（％） 10 10.1 11.3 12.7 14.2 9.6 9.2 10.4 9.2 7.8 7.5 7.4 ―
注：04年高速鉄道プロジェクト開始，11年劉志軍鉄道部長解任，13年鉄道部解体．
出典：中華人民共和国国家統計局編『中国統計年鑑2002～2014』，『国民経済和社会発展統計2003～2014』「中華人民共和
国国家統計局」（http://www.stats.gov.cn/tjsj/tjgb/ndtjgb/）最終アクセス2014年 6 月24日をもとに筆者作成．
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する裁判の情報を使用して検証を試みた．Ⅳで
は，鉄道部に所属する幹部の贈収賄の要因を「不
正のトライアングル」理論にあてはめて検証した
ところ，幹部の「不正のトライアングル」は，「資
金調達（動機），官製談合（機会），成果主義によ
る高速鉄道への貢献（正当化）」によって形成され
ていた．
しかし，検証の過程では，既存の「不正のトラ
イアングル」理論で説明できる部分と，説明しき
れない部分が判明した．なぜなら，幹部の動機，
機会，正当化のほかに，「組織内部での人事権の売
買」，「体制移行期の制度の空白に生じたイン
フォーマルなルール」「中央からの過度な目標設
定（GDP成長率目標の達成）」など，幹部の「不
正のトライアングル」にあてはまらない要因の存
在が明らかになったからである．さらに，これら
の要因は，幹部の「不正のトライアングル」の発
生に深く関わっていた．
以上から，鉄道部をめぐる贈収賄は，幹部の「不
正のトライアングル」だけで発生しているのでは
ないことに気がついた．そして，幹部の「不正の
トライアングル」にあてはまらない要因は，幹部
が所属する組織に深く関係していた．そこで，組
織の「不正のトライアングル」を検証するために，
既存の「不正のトライアングル」理論を補強して，
二重構造の「不正のトライアングル」理論を構築
した．
Ⅵでは，幹部の「不正のトライアングル」にあ
てはまらない要因を，組織の「不正のトライアン
グル」として検証した．すると，組織の「不正の
トライアングル」は，「組織的な人事権の売買（動
機），体制移行期の制度の空白に生じたイン
フォーマルなルール（機会），中央からの過度な目
標設定（正当化）」から成り立っていた．
Ⅳ，Ⅵでの検証の結果，中国鉄道部をめぐる贈
収賄は，幹部の「不正のトライアングル」と，幹
部が所属する組織の「不正のトライアングル」と
いう二つの「不正のトライアングル」から形成さ
れていた．それでは，この二つの「不正のトライ
アングル」はどのような関係性を持っているのか．
2 ．幹部の贈収賄を促進する要因
　 1 で述べたように，幹部の「不正のトライアン
グル」は，「昇進のためには資金調達が不可欠であ
り（動機），幹部には官製談合に介入できる機会が
あり（機会），成果主義によって経済発展に貢献す
る（正当化）」という三つの要因によって形成され
ていた．組織の「不正のトライアングル」は，「組
織内部での人事権の売買（動機），体制移行期の制
度の空白に生じたインフォーマルなルールの活発
化（機会），中央からの過度な目標設定を達成する
ためには，違法な手段もやむを得ない（正当化）」
という三つの要因から構成されていた．この二つ
の「不正のトライアングル」の関係性を整理する
と（表  4），鉄道部をめぐる贈収賄では，組織が幹
部の贈収賄を促進する環境を提供し，そのもと
で，幹部が贈収賄に関与している仕組みを確認で
きた．動機においては，組織が人事権を売り出す
ことで，昇進を希望する幹部は人事権を購入する
資金を調達するために贈収賄を行うのである．機
表 4 　Ⅳ, Ⅴの分析結果
動機 機会 正当化
【組織】鉄道部
組織的な
人事権の売買
体制移行期の制度の空白に生
じたインフォーマルなルール
中央からの過度な目標設定
組織が幹部に対して贈収賄を促進する環境を提供
【個人】鉄道部の幹部 資金調達 官製談合 成果主義，鉄道建設への貢献
出典：Ⅵ1, 2の分析結果をもとに筆者作成．
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会においては，中国が社会主義市場経済システム
の移行期に位置しているために，経済体制体に制
度の空白が生じている．制度の空白では，イン
フォーマルなルールが形成されて，違法な取引が
活発化した．幹部は自ら官製談合に介入する機会
を持つことができた．正当化においては，中国共
産党がGDP成長率目標の達成という過度な目標
を，国家の重要課題に掲げたことによって，GDP
成長率目標の達成は，組織の義務にもなった．業
績をあげたい組織が，昇進制度を利用して，幹部
に対して圧力をかける．これにより，幹部の間に
は成果主義が生まれ，違法取引に応じてでも，組
織の義務を果たすことはやむを得ないという主観
的な認知が生まれる．また，幹部自身に生じた「鉄
道建設に貢献している」「中央の過度な任務を遂
行している」という主観的な認知が，良心の呵責
を超えて贈収賄を正当化している．
贈収賄は，中国だけでなく，世界のあらゆる国
家に見られる現象である．しかし，鉄道部の事例
で検証したように，「組織が幹部に対して贈収賄
を促進する環境を提供している」ことが，中国共
産党の組織内部における贈収賄の特徴といえる．
このような組織と幹部の二重構造の「不正のトラ
イアングル」によって，贈収賄の土壌が形成され，
中国では贈収賄の発生が絶えないのである．
【動機】組織内部での
人事権の売買
促進
促進 促進
【正当化】
組織の義務
GDP7％成長の達成
【機会】
組織内部での
人事権の売買
資金調達
成果主義官製談合
出典：Ⅵ1, 2の分析結果をもとに筆者作成．
図 7 　 中国の贈収賄における二重構造の「不正のトライ
アングル」理論
Ⅷ　結　　　び
本稿では，GDP上位三ヶ国である，アメリカ，
中国，日本を比較した結果，中国の汚職犯罪率だ
けが圧倒的に高かった．また，当局が公開してい
る裁判の情報から，汚職犯罪の中で，最も発生率
の高い犯罪が収賄罪であると確認できた．ドナル
ド・R・クレッシーの「不正のトライアングル」理
論によれば，不正が発生するタイミングは「動機，
機会，正当化」が一致する時である．日本やアメ
リカの汚職犯罪率が低いことからも判断できるよ
うに，本来であれば，これらの三つの要因が一致
することは極めて稀であり，不正はそれほど起こ
らない．それに比べて，中国における贈収賄の発
生率は圧倒的に高い（前掲図  1）．これは一体なぜ
なのか．これが本稿の問題意識であった．
これに対して，⑴「不正のトライアングル」が
これほど一致するということは，理論自体に何ら
かの問題があるのではないか，⑵もし，理論が正
しいとすれば，幹部の贈収賄が促進される別の原
因が存在するのではないか，⑶裁判に関連する資
料によれば，贈収賄は個人の問題とされている
が，当局によって情報が操作され，根本的な原因
が隠されているのではないか，という三つの仮説
を用意し，検証を行った．
検証の過程では，既存の「不正のトライアング
ル」理論によって説明できる部分と，説明できな
い部分が明らかになった．幹部の贈収賄は，「資金
調達（動機），官製談合（機会），成果主義（正当
化）」という三つの要因で形成されており「不正の
トライアングル」を検証することができた．しか
し，「組織内部での人事権の売買」「体制移行期の
制度の空白に生じたインフォーマルなルール」
「中央からの過度な目標設定」などの要因は，幹部
の「不正のトライアングル」にあてはめることが
できなかった．そこで「組織」という新しい枠組
みを用意し，これらの要因を当てはめたところ
「組織内部での人事権の売買（動機），体制移行期
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の制度の空白に生じたインフォーマルなルール
（機会），中央からの過度な目標設定（正当化）」と
いう，組織の「不正のトライアングル」を検証す
ることができた．
当局が公開した裁判の情報では，贈収賄の原因
は幹部自身の問題とされており，組織的な要因を
窺わせる内容は記載されていない．確かに，劉志
軍の贈収賄は，「資金調達（動機），官製談合（機
会），鉄道建設への貢献の見返り（正当化）」が一
致したことによって発生しており，実際に劉志軍
個人が司法処分を受けている．しかし，幹部の「不
正のトライアングル」の検証過程では，幹部の「不
正のトライアングル」では説明しきれない要因が
残ったのも事実である．それらの要因を理論にあ
てはめると，幹部の贈収賄を促進させている要因
が見えてくるのである．つまり，幹部は，組織内
部で行われる人事権の売買のために資金調達を行
い，体制移行期による制度の空白に生じたイン
フォーマルなルールによって官製談合の機会を得
て，GDP成長率目標という中央からの過度な目標
設定を達成するために，成果主義が生じ，不正を
正当化しているという，「組織」が「幹部の贈収賄
を促進している」構図が明らかになるのである．
中国共産党は，腐敗根絶キャンペーンの名のも
とで，贈収賄の摘発を強化している．裁判では，
贈収賄の原因を個人にすり替えているために，組
織が幹部の贈収賄を促進しているという構図は見
えてこない．しかし，二重構造の「不正のトライ
アングル」理論による検証では，中国共産党がひ
た隠しにする実態，すなわち組織が幹部に対し
て，贈収賄を促進させているという事実が明らか
になり，この構造こそが，中国における贈収賄の
根本的な原因である．
さらに，中国共産党は，贈収賄を犯す幹部を摘
発することで，自らの正当性を見つけようとし
た．そして，自らの正当性をアピールするために，
幹部の裁判の情報を公開した．しかし，中国共産
党は，自らが公開した裁判の情報によって，幹部
の贈収賄が組織によって促進されているという実
態までも示すことになり，結果として，情報統制
の限界を露呈してしまったのである．
  1） ①中国の幹部による贈収賄は，主に「権力とお金
の交換（金銭腐敗）」，「権力と権力の交換（権利腐
敗）」，「権力と女性の交換（色情腐敗）」の三つであ
る．②贈収賄の範囲は国によって異なり，その定義
も幅広いことから，利益を誘導する行為として肯定
的に受け取ることもできる異質な犯罪である．ま
た，贈賄者と収賄者は利害関係を共有していること
から，捜査が極めて困難であり立証が難しい．贈収
賄の研究に関しても，多くの不確定要素が含くまれ
ているために検証が難しく，「贈収賄の仕組み」を
解明した先行研究はあまり残されていない．③中国
における贈収賄の刑事処罰は以下の通りである．中
華人民共和国刑法第385条によると，収賄罪は，国
家工作人員が職務上の便宜を利用して，他人の財物
を要求し，または，他人の財物を不法に収受して自
己のために利益を図る行為と定義されている．また
第383条において，10万元以上の場合，懲役10年か
ら無期懲役，及び私有財産の没収，深刻な場合にお
いては死刑に処すると定められている．中華人民共
和国刑法第389条によると，贈賄罪は，不当な利益
の獲得を目的として，国家工作人員に対して賄賂を
贈る行為と定義されている．また第390条において，
拘留から懲役 5 年以下，不当な利益の獲得が国家の
利益に損害を与えている場合は，懲役 5 年から10
年，深刻な場合においては，懲役10年から無期懲役
に処され，私有財産が没収される場合もあると定め
られている．
  2） 本研究で扱う「幹部」は，中国語の「領導」を示
している．「領導」は「指揮命令」を含意するため，
組織や部門の公職者を指す場合が多い．日本では，
「領導」を「指導者」と訳す場合が多い．本研究で
は，中国共産党と国家機関の指導的立場にある幹
部，及び鉄道部をめぐる贈収賄に関与した意思決定
者を「幹部」に置き換えて説明している．
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